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2016年6～8月、48ヶ国出身の1,600人を超える高校生ボランティアが、プロジェクトアブロー
ドの海外外ボランティア「高校生スペシャル」プログラムに参加しました。

「高校生スペシャル」は、15～19歳の高校生を対象に特別に構成されたプログラムで、海外
で異文化交流を図りながら見分を広げると同時に、発展途上国の地域コミュニティの成長を
支えることを目的としています。

このプログラムでは、環境保護、医療、そして建築を始めとする実にさまざまな分野で活動を
行っています。高校生ボランティアたちは、この豊富な活動内容から自分が本当に興味があ
る分野での活動を選択でき、現地で新しいスキルを学びながら、助けを必要としている場所
で自分のエネルギーを現実的な貢献に転換することができるのです。

例えば建物の修繕やプロジェクトアブロードのケアマネジメントプランの目標の一つを達成
するなど、 「高校生スペシャル」のそれぞれのグループが異なる目標を掲げています。これは、
高校生ボランティアたちの帰国後も、その貢献が現地の地域コミュニティに長期的に利益を
もたらすようにするためです。

ルーマニアの北東の村で現地の商人たちへのインタビュー、ペルーの石塔円形墳墓「チュルパ
（chulpa）」のマッピング、カンボジアのアンコールワットやペルーのマチュピチュといった活

動国を代表する歴史的建造物への訪問など、 「高校生スペシャル」参加者たちは、地域コミュ
ニティへの奉仕活動だけでなく、現地の文化に深く触れ、視野を広げる貴重な機会を得られ
ます。

「高校生スペシャル」プログラムは、短期間の2～4週間に設定されています。「高校生スペ
シャル」2016年の功績は、短期間の活動でありながらも賛同する高校生たちが一丸となっ
て取り組むことで、現地の地域コミュニティの発展に非常に大きな「違い」を出すことできる
と証明してくれました。

	 JENNY PUYO
Head of Programme Development

はじめに
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学習環境の向上
•	50以上の教室やコミュニティセンターが修繕／リフォーム／装飾されました。
•	視覚からの教育を考慮し、50以上の教育施設の壁に塗装が施されました。

読み書き能力の向上
•	トーゴとガーナで図書館の建設と本棚の設置が行われ、読み書き能力を向上しやすい環

境が整いました。

健康的な生活の重要性と環境問題への認識促進
•	持続可能な食料源としてリサイクル品を使って造られた9つの菜園と庭は、レクリエーシ

ョンとして楽しんだり、生活スキルを向上する場として、提携している活動先に利益をもた
らしました。

•	リサイクルや持続可能な漁業の重要性を訴えかける環境保護促進キャンペーンには、地
域コミュニティで暮らす450人以上の人々が参加しました。

衛生状態の向上
•	ケニアのLikiiスラム街に暮らす100人以上の生徒たちのために、トイレが建設されました。
•	カンボジアのデイケアセンターで水道水供給用の洗面器が作られ、90人の現地の子供た

ちのためが初めてきちんと手を洗える設備が整いました。この洗面器は、正しい方法で手
洗いや歯磨きなどを行えるよう、衛生状態向上の実現を考慮して設置されました。

2016年、670人の高校生ボランティアが「高校生スペシャル」ケア＆コミュニティに参加し、15の活動国で2,900人
以上の子供たちのためにチャイルドケアアクティビティを行いました。

このケア＆コミュニティの活動を通して、高校生ボランティアたちはプロジェクトアブロードのケアプロジェクトと
教育プロジェクトが掲げる以下の主要な目標の達成に貢献しました：

「菜園にはとても感謝しています。野菜は順調に育っており、ミニトマトはすでに収穫を迎え、皆で食べました！モノの購
入をなるべく控え、もっと出費を抑えられればと思っています。また、ボランティアたちがワークショップで石けんの作り
方を伝授してくれたので、大きな経費削減につながっています。そしてもっとたくさんの石けんを作れるよう、材料を揃え
たところです」

– SISTER JOYCELINE
Centre Orphelinat La Renaissance（トーゴの活動提携先）

「活動を通してすごくうれしかった出来事の一つは、活動先の校長先生が高校生ボランティアたちを絶賛してくれたこ
とです。彼らは、現地の子供たちの読み書き能力の向上や算数を教えることに貢献し、子供たちの学習能力は著しく向
上しました」

– ASHWIN
プロジェクトアブロード　南アフリカ　ケアコーディネーター

社会に与える影響

ケア＆コミュニティ
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自給自足の環境を整える  
ケニアでケア＆コミュニティプロジェクトに参加した高校生ボランティアたちは、牛小屋、子牛用の囲い、
飼料倉庫を建設しました。この牛小屋は、Hurumaホスピスでケアされている高齢者や末期患者たちの
生活にとても大きな違いをもたらしました。というのは、現地では毎日のように牛乳を購入することは非
常にお金がかかるからです。今回の牛小屋の設置は、ホスピスが所有していた牛の数を3倍以上に増や
すことを可能にし、結果、患者たちの食事の栄養を補う牛乳を十分に供給できるようになりました。さら
に、牛の糞はホスピスの農場で育つ作物のための肥料として利用され、食料確保の助けとなります。規
模はまだ小さいながらも形成されたこの持続可能なサイクルは、ひたむきに活動に取り組む高校生ボ
ランティアからの助けがなかったら成し遂げられなかったでしょう！

ジャマイカの各家庭にとっての新しいスタート
現地で暮らす一つひとつの家族がより良い生活を送れるよう、高校生ボランティアたちは数多くの小規
模なプロジェクトを実行に移しました。例えば、12人の子供を持つ母子家庭のために屋内にトイレ・浴室
を建設。それ以前は、思春期の娘たちを含む家族全員が家の外で用を足さなければなりませんでした。
他にも、4人の子供を持つ父子家庭のために新居を完成させました。新しい家ができる前まで、この家族
は屋根のない他の家庭の一室に家族全員での生活を強いられていました。今回の2つのベッドルームを
兼ね備えた新居完成によって、家族のプライベートが守られただけではなく、子供たちは性別に別れて
それぞれの部屋で寝ることができるようになりました。また、女性高齢者のためにトイレと台所を建設し
ました。それまで彼女は、トイレ・台所なしの小さな一室にひっそりと住んでいました。建築プロジェクト
を通して、ボランティアたちは一つひとつのレンガを積むごとに大きな「違い」を生み出したのです！

•	南米、アフリカ、アジアの9ヶ国で、計145回の医療アウトリーチ活動（健康に関する認識を
促進するキャンペーンや基本的なヘルスケア処置を含む）を実施し、延べ8,000人に手を
差し伸べました。この医療アウトリーチ活動は、経済面や距離を問題に医療施設へのアク
セスが難しい特に田舎の地域を中心に行われました。

•	健康に関する認識を促進するキャンペーンの主なトピックは、非伝染病（生活習慣の改善
とによって予防可能な疾患）、栄養管理、健全な性交渉、蚊が媒介する病気などです。

•	現地のスペシャリストたちによる救急救命のトレーニングや医療ワークショップにより、高
校生ボランティアたちは医療アウトリーチ活動の際に積極的に貢献しました。

幼児発育（ECD）の促進と向上：
•	ボランティアたちは、フィジー国内中の幼稚園児を対象としたイベントECD週間に参加し

ました。身体能力、知能、社交性の発達を目指し、ボランティアたちは子供たちを刺激した
りリードする上で重要な役割を果たしました。ECD週間は、子供の発達促進と幼児発育
の術や情報を保護者と共有することを主な目的としています。

医療や公衆衛生プロジェクトに参加した高校生ボランティアたちは、恵まれない人々や障がいを抱える人たちが
一般的な医療サービスへよりアクセスできるよう、プロジェクトアブロードの医療プログラムの目標達成に向か
って活動を行いました。

また、繰り返し行われた幼児のための食事プログラムは、アルゼンチンの350人のホームレスの人たちを含む、4
つの活動国合計500人の地域コミュニティで暮らす人々にとって有益なものとなりました。

建築

医療＆ヘルスケア
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高額な公共サービスに立ち向かう高校生ボランティアたち
アルゼンチンで行われた法律＆人権プロジェクトに参加した高校生ボランティアの活動焦点の一つは、

「tarifazo」問題と呼ばれるアルゼンチンの高すぎる公共サービスでした。高校生ボランティアたちはイ
ンタビューを行い、集めたデータを分析、そして問題に対する解決策を提案しました。他にも、水道や電
気などの生活必需品に対する急激な増税に抗議し、人々の問題に対する認識を促すキャンペーンも行
いました。

「アルゼンチンのコルドバで過ごした2週間が、どれほど自分の視野が広げたか言葉では言い表せないほどです。
このかけがえのない海外での経験を通して、将来は国際情勢と社会福祉を専攻して関連知識をさらに広げるたいとい
う目標ができました。現地で過ごした一瞬一瞬、そして出会った一人ひとりが私に大きな影響を与えてくれ、
一生忘れられない経験となりました」

– DANIELLE LOPEZ CECETAITE
アルゼンチン　法律＆人権　高校生ボランティア

•	コスタリカで1,500の植林と3kmのハイキングコー
スの清掃を行いました。

•	ケニアでの野生動物密猟の食い止めに協力し、自
然保護地区の約1,000エーカーに渡ってしかけられ
た罠を排除しました。

•	メキシコとベリーズの清掃活動では、合計290kg以
上のゴミを収集しました。

•	漁に代わる持続可能な収入源として、ベリーズの地元の漁業組合の海藻の植え付けに協力
しました。

•	ボツワナでダムの壁を建設し、貴重な夏季の雨を溜められるようにしました。ペルーの自然
保護区では、5種類の野鳥の生息を新たに発見すると同時に、回収した1,000以上のウミガ
メの卵をプロジェクトアブロードの人工ビーチに再配置することによって、食料として密漁
されることから守り、孵化したウミガメの赤ちゃんが安全に自然に返れるようにしました。こ
れは、プロジェクトアブロードが2005年にペルー政府とウミガメの保護活動を開始して以
来の自然に返した卵の総数10,000に大きく貢献しました。

合計3ヶ月という短期間の中で、「高校生スペシャル」環境保護に参加した高校生ボランティアたちは以下のよう
な功績を残しました：

環境に与える影響

法律＆人権

「高校生スペシャル」環境保護に参加した高校生たちは、
1,500の植林と290 kg以上のゴミの収集を達成しました。
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経済に与える影響

プロジェクトアブロードの高校生ボランティアたちの貢献は、プロジェクトに直結したものだけにとどまりませ
ん。各活動国で実際に生活する現地の人々と一緒に暮らし、活動をすることによって、貧困に困窮し、経済的に
最も発展が遅れている地域コミュニティに多大なる影響を与えました。

2015年7月、Alice Bowmanさんは17歳でカンボジアの「高校生スペシャル」ケア＆コミュニティに4週間参加しま
した。障がいを抱えた人たちへのケアが行き届いていない現地で、Aliceさんは同世代の仲間と共にケアホーム
で活動しました。活動としては、例えばこのケアホームに暮らす人々のお世話、菜園造り、そして障がいを抱えた
人たちに良い刺激を与えるようデザインされた感覚神経を活性化する部屋の設備向上に携わりました。故郷ス
コットランド帰国後の18歳の誕生日には、Aliceさん自身への誕生日プレゼントの代わりに、障がい者をサポート
するための募金をしてほしいと周りの人に訴えかけました。

彼女のカンボジアでのケアプロジェクトへの貢献が認められ、Aliceさんは「Young Scot Awards 2016」のボラン
ティア部門を受賞しました。この賞は、スポーツから教育まで12の異なる部門から構成されるスコットランド人の
若者の秀でた達成を表彰するものです。

その後、Aliceさんは再びカンボジアに戻り、プロジェクトアブロードと共に再度ケア活動に貢献しています。今回は8ヶ
月現地に滞在し、前回と同じケアホームで活動中です。Aliceさんは、このケアホームとケア対象者にとって長期的に良

い影響を与えたい一心で日々活動に取り組んでいます。
Aliceさん、ありがとう！

活動を振り返って

たった2016年6～8月の間で、「高校生スペシャル」プログラムは以下の功績を残しました：
•	新しく現地人90人の短期雇用を生み出しました。
•	70以上のホストファミリーにとって、ボランティアの存在は収入の補填となりました。
•	ホテル、レストラン、ドライバー、翻訳家、ガイド、小売店の人々など、ボランティアが現地で滞

在する間に行った消費活動は、何百人もの現地人のビジネスをサポートし、収入増加を実
現させました。
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プロジェクトアブロードは、それぞれの文化をつなげることによって、より人道的な
世界が広がると確信しています。お互いがお互いを理解し、学び合うことで、

私たちはグローバルな視点を持ったリーダー世代を創りあげています。

2,900人以上の子供たちの
チャイルドケアに貢献

50以上の施設の
修繕／リフォームを達成

145回の医療アウトリーチ活動から
恩恵を受けた現地人は8,000人に到達

現地人90人の短期雇用を創出

ウミガメの卵1,000以上の
保護に貢献

1,500以上の植林に成功

収集したゴミの量290kg以上

プロジェクトアブロード「高校生スペシャル」、 
2016 年夏の功績：


